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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、知的障害者等の再犯を防ぎ更生の基盤を確立できるような心理プロ
グラムの一環としてピアサポート活動を立案し、試行しながら実践過程に載せていくことである。プログラムの
評価は数年以上の期間を要するため、先駆的活動の調査を経たうえで試行実践を急ぐ必要があったが、研究助成
期間中に現実に複数生じた入り口支援に関与せざるをえなかったこともあり、本研究では、矯正施設内における
特定のプログラムを対象とした分析と、カナダや北欧の更生保護施設における事例データの収集などの成果に留
まった。その一方で、知的障害者等が被疑者や被害者として取調べを受ける際の面接技法について新たな課題を
獲得することができた。

研究成果の概要（英文）：In our research, we were going to plan and evaluate the peer support 
activities which can decrease in the risk of repeating the crime and establish the offenders’ 
correction with their mental retardation. We needed to be several years to evaluate their 
correction, so we had to hurry about researching the pilot cases and preliminary practice, however, 
we had to support about the another trials of real cases, we could analyze data about clowning 
workshops in the prison, and could gather materials about several data for case studies in parole 
offices in Canada, Finland, and Norway. On the other side, we could find a new theme about the 
method of interview to the people with mental retardation as a victim, a suspect, and a witness.

研究分野： 法心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
更生保護施設等において知的障害者等を対象とし、相談支援ではなくピアサポーティブな活動を行っている施設
はきわめて少ないが、フィンランドではAGGREDI、ノルウェーではWay Backがあり、当事者が矯正施設退所後に
支援者として活動を続けている事例や組織の実態について聞き取ることができた。また知的障害者等が被害者・
被疑者・証人として取調べを受ける際に生じる虚言や解離性障害が引き起こす問題点に遭遇し、現行の司法面接
法や協働面接では対処しきれないために、新たな面接法の開発が必要とされていることに思い至ることができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年一般刑法犯により検挙された者のうち再犯者の占める割合は、1997 年の 3 割から上昇し

続けて 2013 年には約 5 割に達するなど、再犯の問題は深刻化しており、国は「再犯防止に向け

た総合対策」において具体的な施策を図っている（法務省 2015）。矯正施設においても認知行動

療法や SST などの改善指導が試みられているが、これらプログラムは当事者の知的機能を前提

として行動変容を図るものであり、年間約 2 万数千人の新規受刑者の知能指数の平均値が 85 前

後で IQ が平均下から境界線級の者が多くを占めるという実態を鑑みると、受刑者の理解能力を

越えて心理教育を行うことにも困難さを抱えている。 

こうした受刑者/出所者は社会的・能力的に弱い立場にあるため、被害体験を持つ者が少なく

なく自尊感情に乏しい者が多い（内田他 2011）。彼らの更生過程において不可欠なのは、自らの

経歴を振り返り最低限の自己肯定感や他者との信頼関係を取り戻すことも含まれるであろう。

過去を振り返って自己認識を深め、他者に支援を求めながら新たに生き直すという矜持がなけ

れば、自らの加害経験を見つめて反省悔悟し、被害者に対して慰謝の念を抱くことも難しいと思

われる。 

以上の背景および課題のもとに、本研究計画では累犯リスクの高い犯罪者が真の更生過程を

歩む一環として、ピアサポーティブな支援活動の効果に着目し、その社会的実装を目指すことを

思い至ったものである。 

このうち特にピアサポーティブな支援を基幹に据えるに至った経緯として、次の事柄が挙げ

られる。 

(i)同じ問題を抱えている当事者同士として一から説明を要することなく理解し合える。 

(ⅱ)更生過程にある触法知的障害者にとって、ピアサポーターとは先行して具体的に活動してい

る生きたモデルとなるために、社会復帰プロセスにおける現実的な目標になる。 

(ⅲ)ピアサポーターにとっては、自分が世話を受けるだけの存在ではなく、社会的役割を担って

他者の役に立てるという喜びを抱くことができ、主体的に生きる意欲を取り戻せる。 

(ⅳ)ピアサポーターとして責任を負う経験を通じて、社会的場面においても役割を担い、ひいて

は就労訓練のステップの一つとなる。 

なおこれまでのピアサポート実践で明らかになった重要な点は、社会に過剰に適応すること

を求めるのではなく自己認識を高めて弱点を含めた適切な自己主張を図ること、ピアサポータ

ーが相談だけでなく可能な範囲で「活動をともにする」点に有効性があること、ピアサポーター

の残存機能が必ずしも高くなくても当事者を尊重する構えを持てばその機能と責任を果たせる

こと、ピアサポーター養成を担う人材を含めて組織的で長期にわたる支援体制を構築すること

である。 

 
２．研究の目的 
本研究は知的障害が疑われる受刑者の矯正施設退所後に地域生活定着が促進されることを目

的とした更生プログラムの一環として、ピアサポートプログラムを出所前後にわたって行い、そ

のことによって、プログラム内容を練成しながら評価を行う実践的研究をである。矯正施設と退

所後の双方にわたるピアサポーティブな支援活動の効果検証を行い、退所後のピアサポート活

動の試行的実践を進めて、当事者の縦断的な効果検証や、カナダ、ノルウェーの更生保護との比

較検討を行うことによって、ピアサポーティブな更生支援が達成できる諸条件を明らかにする

予定であった。対象者は知的障害者またはそれに準ずる何らかの支援を受けることによって能

力を発揮し、社会復帰が見込まれる人である。 



具体的には、（ア）播磨社会復帰促進センターでのクラウニング講座の効果検証の発展、（イ）

更生保護領域におけるピアサポーター養成の試行的実践とプログラムの錬成、（ウ）カナダ・ヴ

ィクトリアおよびノルウェー・オスロのハーフウェイハウス（Bill Mudge House、Way Back 

Oslo）における更生保護事業との比較検討。その中で了解を得られた当事者に対して縦断的経過

を記録することであった。 

なお調査の過程で明らかになったのは、日本やカナダの更生保護活動の中で「よい仲間」とし

て振舞っていたのは、受刑者ではなく、親身になってピアサポーティブに接する講師や職員であ

った。特に播磨社会復帰促進センターの特化ユニットで更生プログラムの導入として位置づけ

られていたクラウニング講座には、受刑者間の自助的な活動と講師のピアサポーティブな働き

かけが見られた。 

もちろんピアサポーティブな活動は、当事者が研修のみで習得するそれ自体で完結したプロ

グラムではなく、他の生活支援と連動することによってその効果を発揮する。そこで矯正施設や

更生保護や障害者福祉施設での組織間連携の下での調査研究を図ることとした。 

 
３．研究の方法 
（１）播磨社会復帰促進センター特化ユニットにおけるクラウニング講座の効果検証 

（２）京都地域生活定着支援センターから紹介を受けた障害者施設や更生保護施設におけるピ

アサポート活動の試行 

（３）カナダ・ヴィクトリアやフィンランド・ヘルシンキ、ノルウェー・オスロのハーフウェイ 

 ハウス職員と情報交換しながら、更生保護の実態を比較調査 

 
４．研究成果 

（１）播磨社会復帰促進センターにおけるクラウニング講座の効果検証では、当講座の受刑者や 

  担当刑務官に対する質問紙調査を実施し、脇中他（2018）にまとめたほか、新たな調査結果 

を前回講座と比較分析している。 

（２）重度知的障害者総合支援施設・国立のぞみの園の研究検討委員として、地域定着支援セン 

ターへのアンケート調査及び一部聞き取り調査に参画して、矯正施設を退所した知的障害 

者等の生活実態について把握して日本発達障害学会で発表したほか、古屋他（2017）、古屋 

他(2018)、古屋他（2019）にまとめた。また児童自立支援施設大阪市立阿武山学園を複数回 

参観して、性犯罪防止プログラム等の実情を調査した。 

（３）海外においては、カナダ BC 州ヴィクトリア市および近郊の連邦矯正局のもとにあるハー 

フウェイハウス 3 か所（Bill Mudge House, Manchseter House, Sulvation Army）をそれ 

ぞれ複数回訪問し、そこで行われている生活支援やプログラムの特徴を把握するとともに、 

一部の事例において対象当事者に継続的に聞き取り調査を行った。また BC 州立の更生支 

援活動として、2020 年 3 月に Saanich 性犯罪者保護観察所を訪れて意見交換や情報収集を 

することができた。このほか Victoria 市警で現役の警部から取調べの状況に関する資料を 

得ることができた。 

フィンランドでは、ヘルシンキ刑務所や当事者支援施設 AGGREDI を複数回訪問して、

矯正プログラムの実態を受刑者からインタビュー調査したり、相談支援者の聞き取り調査

を行った。 

さらにノルウェー・オスロの出所後の当事者支援施設 Way Back を訪問し、元受刑者の

スタッフから本人のインタビューを行ったほか、施設運営の実態調査も行うことができた。 



（４）なお研究計画段階では予定になかったが、知的障害のある被疑者の取調べ段階から公判段

階における情状鑑定等を担当し、司法福祉の入り口支援に直接関与して法廷で専門家証人とし

て証人尋問を 3 件受けたほか、2016 年に 2 本、2017 年に 6 本、2018 年に 2 本、2019~2020 年

に 2 本の心理学的鑑定書としてまとめた。 

これらの調査・研究・実践活動を通じて、知的障害等のある被害者・被疑者・証言者としての

聴き取り手法としての司法面接や協働面接においては、虚言や解離性障害への対応が不十分で

あることに直面し、新たな課題を見出すことにつながった。 
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